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町
で
は
、
平
成
29
年
度
も
「
西
会
津
町
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画｣

に
基
づ
き
、｢

み
ん
な
の
声
が
響
く
ま
ち 

に
し
あ
い
づ
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
引
き
続
き
「
住
ん
で
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
町
へ
」
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
定
住
人
口
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、｢

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」｢

豊
か
で
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」｢

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
三
本
の

柱
に
据
え
、
各
種
施
策
を
総
合
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
町
民
会
議
を
設
置
し
て
事
業
の
評
価
・
検
証
を
行
い
、｢

雇
用
の
創

出
」｢

町
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り
」｢

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
へ
の
支
援
」｢

安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
の

４
つ
を
基
本
目
標
と
し
て
、
人
口
減
少
対
策
や
町
の
活
性
化
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
29
年
度
の
町
政
執
行
基
本
方
針
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 町

政

 

方
針

平成29年度

住
ん
で
み
た
い
、

行
っ
て
み
た
い
町
へ
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�

未
来
を
担
う
子
ど

も
の
育
成
に
向
け
、

　
　
　
　
　
　

安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
子
育
て

環
境
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
＝
４
月
か
ら
は
、

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
の
機
能
の

ほ
か
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し
た

町
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
が
開
園
し
ま

す
。
こ
の
施
設
を
訪
れ
れ
ば
子
育

て
に
関
す
る
全
て
の
相
談
や
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
体
制
を
整
え
、

ま
た
、
隣
接
す
る
小
学
校
と
ス

ム
ー
ズ
に
連
携
で
き
る
よ
う
話
し

合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

保
育
料
＝
現
在
行
っ
て
い
る
保

育
所
同
時
入
所
２
人
目
以
降
の
保

育
料
無
料
化
に
加
え
、
１
人
目
の

保
育
料
を
半
額
と
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
他
子
育
て
支
援
事
業
＝
平

成
28
年
度
ま
で
は
県
で
実
施
し
て

い
た
「
新
生
児
聴
覚
検
査
助
成
事

業
」
と
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を
平

成
29
年
度
か
ら
は
町
で
行
い
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
事
業
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
の
虫
歯
対
策
と
し
て
児
童
を

対
象
に
「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

確
か
な
学
力
と
豊

か
な
心
、
健
康
な

体
を
兼
ね
備
え
た

子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の
連

携
＝
平
成
29
年
度
は
、
保
・
小
・

中
の
連
携
が
可
能
な
「
総
合
教
育

ゾ
ー
ン
」
が
整
う
こ
と
か
ら
、
幼

児
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
、
連

携
・
一
貫
し
た
子
育
て
と
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
全
て

の
児
童
生
徒
が
そ
の
持
て
る
力
を

伸
ば
し
、
自
立
し
社
会
で
生
き
て

い
く
力
を
培
う
た
め
、
引
き
続
き

学
校
教
育
支
援
員
を
小
・
中
学
校

に
配
置
し
、
ま
た
、
西
会
津
小
学

校
に
設
置
し
て
い
る
「
通
級
教
室｣

の
効
果
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

小
学
校
プ
ー
ル
＝
平
成
29
年
度

に
は
、
屋
根
付
き
の
本
体
プ
ー
ル

に
加
え
、
低
学
年
用
の
プ
ー
ル
も

別
に
備
え
た
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

を
西
会
津
小
学
校
に
建
設
す
る
予

定
で
す
。

　

学
校
給
食
＝
老
朽
化
し
た
設
備

の
更
新
を
計
画
的
に
進
め
な
が
ら
、

安
全
で
安
心
な
給
食
を
児
童
生
徒

に
提
供
し
ま
す
。

　

交
流
事
業
＝
「
い
わ
き
市
立
豊

間
小
学
校
」
や
「
沖
縄
県
大
宜
味

村
」
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
を
引

き
続
き
実
施
し
、
児
童
生
徒
の
心

身
の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
育
成
支
援
＝
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
児

童
が
放
課
後
や
週
末
、
安
全
に
安

心
し
て
活
動
で
き
る
場
を
設
け
る

｢

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業｣

を
引
き
続
き
実
施
し
、
ま
た
、
学

校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
学
校
支
援

地
域
本
部
事
業
」
に
よ
り
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

西
会
津
高
校
＝
西
会
津
高
校
は

本
町
の
教
育
と
地
域
の
活
性
化
に

欠
か
せ
な
い
学
校
で
あ
る
た
め
、

平
成
29
年
度
も
関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
生
徒
の
確
保
を
図
り
、
本

校
と
し
て
存
続
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

町
民
の
皆
さ
ん
が

生
涯
を
通
じ
て
学

べ
る
環
境
づ
く
り

と
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育

成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
生
涯
学

習
振
興
計
画
を
指
針
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
学
ぶ
意
欲
が
高
ま
る
よ

う
な
講
座
や
教
室
の
実
施
に
加
え
、

地
域
に
出
向
く
出
前
講
座
な
ど
も

開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

健
康
意
識
の
高
揚

と
、
誰
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
環
境
を
整
備
し
、
心
身
の

健
康
づ
く
り
と
競
技
力
の
向
上
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
ふ
く

し
ま
駅
伝
を
は
じ
め
と
す
る
市
町

村
対
抗
の
３
大
会
に
つ
い
て
は
、

年
間
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
チ
ー

ム
力
と
技
術
力
の
向
上
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
育
成
で
は
、

自
主
的
な
活
動
を
積
極
的
に
支
援

す
る
た
め
、
新
た
に
活
動
費
を
助

成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

先
人
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
貴
重

な
文
化
財
や
伝
統

文
化
、
民
俗
芸
能
な
ど
を
次
の
世

代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
保
存
と
伝

承
、
活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
「
歴
史
文
化
基

本
構
想
等
策
定
事
業
」
の
最
終
年

度
と
な
る
た
め
、
主
に
歴
史
文
化

基
本
構
想
の
編
集
作
業
や
、
文
化

財
に
関
す
る
啓
発
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
目
と
な
る
「
横
町

館
跡
の
発
掘
調
査(

本
調
査)

」
に

つ
い
て
は
、
役
場
庁
舎
移
転
計
画

に
合
わ
せ
、
早
期
完
了
を
目
指
し

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

平成29年度 町政方針

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

子
育
て

支
　
援

教
育
の

充

実

生
涯
学
習

の
推
進

ス
ポ
ー
ツ

の
推
進

芸
術
文
化



Nishiaizu 　4

　
　
　
　
　
　

�

生
産
数
量
目
標
の

配
分
と
米
の
直
接

支
払
交
付
金
が
平

成
29
年
度
で
廃
止
さ
れ
、
平
成
30

年
度
か
ら
は
生
産
者
自
ら
が
経
営

判
断
・
販
売
戦
略
に
基
づ
い
て
需

要
に
応
じ
た
米
の
生
産
を
行
う
こ

と
に
な
る
な
ど
、
国
の
農
業
政
策

は
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
は
、

今
後
の
町
の
農
業
政
策
の
方
向
性

を
打
ち
出
し
、
農
業
経
営
の
見
直

し
を
図
る
た
め
の
重
要
な
年
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
家

の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
ち
、
地
域

の
実
情
に
沿
っ
た
農
林
業
の
振
興

施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
町

の
主
要
作
物
で
あ
る
米
・
ミ
ネ
ラ

ル
野
菜
・
キ
ノ
コ
を
３
本
の
柱
と

し
た
「
農
林
業
の
振
興
に
よ
る
豊

か
な
町
の
実
現
」
を
目
指
し
、
新

規
事
業
や
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

農
業
者
支
援
＝
国
の
各
種
支
援

対
策
が
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農

組
織
等
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
「
人

・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
が
条
件

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
集
落

や
担
い
手
農
家
と
地
域
農
業
を
守

る
話
し
合
い
を
進
め
、
集
落
営
農

の
組
織
化
や
法
人
化
に
向
け
た
支

援
を
積
極
的
に
行
い
、
併
せ
て
新

規
就
農
者
の
支
援
な
ど
に
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

主
要
農
産
物
＝
水
稲
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
産
米
の
米
価
は
前

年
産
米
よ
り
上
昇
し
た
も
の
の
、

依
然
厳
し
い
状
況
で
す
。
農
地
の

集
積
化
や
経
営
の
集
約
化
な
ど
で

生
産
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
と
と

も
に
、
西
会
津
産
米
の
品
質
向
上

を
図
る
た
め
、｢
西
会
津
一
う
ま
い

米
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
継
続
や
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
品
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
に
つ
い
て
は
、

道
の
駅
に
新
設
し
た
「
ミ
ネ
ラ
ル

野
菜
の
家
」
で
の
通
年
販
売
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
生
産
者
や
関
係

機
関
と
力
を
合
わ
せ
、
冬
作
の
生

産
・
出
荷
を
含
め
た
一
層
の
生
産

拡
大
と
販
売
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

菌
床
キ
ノ
コ
栽
培
は
毎
年
生
産

量
が
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
菌
床
の
培
養
施
設
不
足

が
課
題
で
し
た
が
、
今
後
は
西
林

の
旧
葉
タ
バ
コ
育
苗
施
設
を
菌
床

培
養
施
設
に
改
修
し
て
こ
れ
の
解

消
を
図
る
ほ
か
、
引
き
続
き
菌
床

栽
培
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
リ
ー
ス

事
業
に
取
り
組
み
、
生
産
規
模
拡

大
や
新
規
参
入
時
の
初
期
投
資
の

軽
減
を
図
り
、
生
産
者
と
と
も
に

菌
床
キ
ノ
コ
の
大
規
模
産
地
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

風
評
払
拭
＝
東
日
本
大
震
災
か

ら
６
年
目
を
迎
え
た
現
在
で
も
、

風
評
被
害
に
よ
る
農
林
産
物
へ
の

影
響
は
い
ま
だ
払
拭
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
放
射
性
物
資
吸

収
抑
制
対
策
と
土
壌
や
農
林
産
物

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
、
米
の
全

量
全
袋
検
査
等
の
実
施
に
よ
り
、

安
全
・
安
心
な
農
林
産
物
の
出
荷
、

販
売
を
推
進
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
＝
有
害
鳥
獣
出

没
時
の
捕
獲
体
制
を
強
化
し
、
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
集
落
周
辺

の
森
林
の
除
間
伐
や
、
未
利
用
果

樹
木
の
伐
採
、
電
気
柵
設
置
の
補

助
な
ど
、
有
害
鳥
獣
が
出
没
し
に

く
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

森
林
資
源
活
用
型
産
業
化
計
画

策
定
事
業
＝
菌
床
用
の
オ
ガ
粉
や
、

チ
ッ
プ
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
生

産
施
設
の
整
備
に
向
け
、
引
き
続

き
森
林
資
源
活
用
型
産
業
化
計
画

策
定
委
員
会
で
検
討
・
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　

林
地
台
帳
＝
平
成
28
年
５
月
に

創
設
さ
れ
た
制
度
で
、
平
成
31
年

３
月
末
ま
で
の
台
帳
整
備
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

森
林
の
土
地
の
所
有
者
や
林
地
の

境
界
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
整
備

し
、
平
成
31
年
度
の
公
表
・
運
用

を
目
指
し
作
業
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

個
人
事
業
主
を
含

め
た
企
業
等
へ
の

支
援
策
と
し
て
、

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度
貸

付
事
業
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
融

資
制
度
資
金
利
子
補
給
補
助
事
業
、

企
業
等
が
実
施
す
る
研
修
費
用
や

資
格
取
得
費
用
、
展
示
会
・
商
談

会
、
見
本
市
に
出
展
す
る
費
用
等

な
ど
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
・
雇
用
確
保
＝
若
者

の
定
住
促
進
や
人
口
の
流
失
を
防

ぐ
た
め
、
平
成
29
年
度
は
、
工
業

団
地
の
あ
り
方
の
検
討
も
含
め
、

引
き
続
き
企
業
誘
致
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
、
地
元
企
業
な
ど

の
求
人
情
報
を
提
供
し
、
雇
用
の

創
出
・
確
保
を
図
り
ま
す
。

豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

農
林
業
の

振

興

商
工
業
の

振

興
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野
沢
ま
ち
な
か
整
備
＝
誘
客
策

を
は
じ
め
、
街
並
み
景
観
の
整
備
、

消
融
雪
道
路
の
調
査
、
町
役
場
や

野
沢
保
育
所
跡
地
の
利
活
用
、
空

き
家
対
策
な
ど
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
「(
仮
称)
野
沢
地
区
ま
ち

づ
く
り
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、

野
沢
地
区
の
に
ぎ
わ
い
の
復
活
と

活
性
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

極
上
の
会
津
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
協
議
会

や
霊
地
観
光
連
絡

協
議
会
と
連
携
し
、
日
本
遺
産
事

業
に
認
定
さ
れ
た
「
会
津
三
十
三

観
音
巡
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
外
国
人
観
光
客
の
誘

致
に
向
け
、
会
津
７
市
町
村
で
広

域
的
に
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
観
光
プ

ラ
ン
を
発
信
す
る
デ
ジ
タ
ル
Ｄ
Ｍ

Ｏ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

周
遊
観
光
の
促
進
＝
引
き
続
き

に
し
あ
い
づ
観
光
交
流
協
会
の
運

営
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
豊
か
な

地
域
資
源
を
生
か
し
た
体
験
宿
泊

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
昨
今
の
街
道
ブ
ー
ム
を
踏
ま

え
、
歴
史
・
文
化
的
価
値
の
高
い

旧
越
後
街
道
に
、
案
内
看
板
等
の

設
置
を
進
め
、
周
遊
観
光
の
促
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

定
住
・
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
町
の

重
要
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置

付
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

後
継
者
対
策
事
業
＝
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
た
び
に
新
た
な
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
、
こ
れ
ま
で
３
組
が
結

婚
に
つ
な
が
る
な
ど
一
定
の
成
果

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
・
二
地
域
居
住
の

促
進
＝
住
宅
取
得
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
定
住
促
進
助
成
事
業
や

空
き
家
情
報
の
提
供
を
継
続
し
て

実
施
す
る
ほ
か
、
企
業
訪
問
に
お

い
て
若
者
世
帯
や
独
身
者
用
の
住

宅
が
不
足
し
て
い
る
と
の
要
望
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、｢

若
者
定
住

促
進
住
宅
」
の
整
備
に
向
け
た
基

本
構
想
の
策
定
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
で
地
方
へ
の
移

住
・
定
住
を
支
援
し
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

の
連
携
を
強
化
し
て
住
宅
団
地
の

販
売
に
努
め
、｢

移
住
・
定
住
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
窓
口
と

な
っ
て
い
る
西
会
津
国
際
芸
術
村

と
力
を
合
わ
せ
、
移
住
者
の
増
加

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
広
域
的
な
定
住
促
進

対
策
と
し
て
、
喜
多
方
市
、
北
塩

原
村
、
本
町
の
三
市
町
村
が
連

携
・
協
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
魅
力
を
活
用
し
て
、
圏
域
全
体

の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
の

整
備
・
充
実
を
図
り
、
圏
域
全
体

の
人
口
定
住
を
推
進
す
る
「(

仮

称)

喜
多
方
地
方
定
住
自
立
圏
構

想
」
を
推
進
し
、
３
市
町
村
で
連

携
し
た
定
住
の
受
け
皿
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

起
業
支
援
＝
空
き
家
な
ど
を
活

用
し
た
起
業
を
支
援
す
る
「
空
家

等
利
活
用
事
業
」
や
、
任
期
を
終

了
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

定
住
と
起
業
を
支
援
す
る
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
定
住
起
業
支
援
事

業
」
を
新
た
に
創
設
し
、
定
住
と

起
業
の
促
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
拡
大
＝
福
島
ホ
ー

プ
ス
等
と
連
携
し
な
が
ら
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
を

促
進
し
、
さ
ゆ
り
公
園
を
活
用
し

た
合
宿
の
誘
致
な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
明
確
に
し
て
各
種
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ゆ

り
公
園
野
球
場
や
屋
内
プ
ー
ル
の

ボ
イ
ラ
ー
な
ど
、
老
朽
化
が
進
む

さ
ゆ
り
公
園
施
設
の
更
新
を
行
い
、

利
用
者
の
安
全
確
保
や
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
沖
縄
県
大
宜
味
村
や

宮
古
島
市
、
横
浜
市
鶴
見
区
、
埼

玉
県
三
郷
市
と
い
っ
た
交
流
都
市

と
の
交
流
で
は
、｢

モ
ノ
」
の
交
流

か
ら
「
ヒ
ト
」
の
交
流
へ
と
転
換

を
図
り
、
一
層
の
交
流
人
口
拡
大

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
の
推
進
と
人
材
の

育
成
＝
地
域
お
こ
し
の
推
進
で
は
、

町
内
の
各
地
域
の
皆
さ
ん
が
地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
自
ら
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

町
で
は
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
て
持
続
可
能
な
事
業
に
自
主
的

に
取
り
組
む
団
体
な
ど
を
支
援
す

る
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
支
援

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
町
の
将
来
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
的
に
平
成
28

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
若
者

リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
」
を
継
続
し

て
実
施
し
、
地
域
活
性
化
の
リ
ー

ダ
ー
的
役
割
を
担
う
若
者
を
育

成
・
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

民
間
に
移
行
し
た

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
円
滑
な
運
営
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
他
市
町
村

に
は
な
い
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
情

報
イ
ン
フ
ラ
の
有
効
活
用
を
図
り
、

情
報
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平成29年度 町政方針

観
光
の

振

興

情
報
化
の

推

進

定
住
と

交

流
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平成29年度 町政方針

　
　
　
　
　
　

�｢

西
会
津
町
健
康

増
進
計
画
」
に
基

づ
き
、｢

健
康
が
い

ち
ば
ん
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
食
・
運
動
・
健(
検)
診
を
相
互

に
連
携
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

健
康
意
識
の
啓
発
＝
町
民
の
皆

さ
ん
に
日
頃
か
ら
健
康
を
意
識
し

て
も
ら
う
た
め
、｢

健
康
が
い
ち

ば
ん
！
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
県
の

｢

ふ
く
し
ま
健
民
パ
ス
ポ
ー
ト
事

業
」
と
併
せ
て
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
は
「
運

動
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
健
康
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
体
制
の
整
備
＝
歯
科
を
除

く
町
内
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ
る

町
国
保
診
療
所
の
医
師
４
名
体
制

の
早
期
確
立
に
向
け
た
関
係
機
関

へ
の
働
き
掛
け
と
、
そ
れ
に
伴
う

看
護
師
の
確
保
を
進
め
ま
す
。
さ

ら
に
医
療
機
器
を
更
新
し
、
医
療

体
制
の
整
備
と
地
域
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
＝
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に

よ
り
、
元
気
な
高
齢
者
か
ら
要
支

援
者
ま
で
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
切

れ
目
の
な
い
連
続
し
た
介
護
予
防

に
取
り
組
め
る
体
制
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。
新
た
に
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
連

絡
調
整
を
行
い
、
利
用
者
が
ス

ム
ー
ズ
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
に
関
す

る
相
談
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

認
知
症
へ
の
早
期
対
応
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
や
、
本
人
や
そ
の
家

族
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
体
制

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
サ
ロ
ン

や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

支
援
し
、
地
域
で
の
見
守
り
体
制

づ
く
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
＝
西
会
津
町
授

産
場
や
に
こ
に
こ
相
談
所
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
に
し

あ
い
づ
福
祉
会
が
運
営
す
る
「
相

談
支
援
事
業
所
に
し
あ
い
づ
」
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
円
滑
化
を

図
り
、
町
内
に
お
け
る
障
が
い
者

福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

野
沢
坂
下
線
の
平

日
最
終
便
の
始
発

時
刻
を
30
分
早
め
、

利
用
者
の
多
く
を
占
め
る
西
会
津

高
校
通
学
者
の
利
便
性
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

町
縦
貫
道
路
の
野

沢
柴
崎
線
、
新
役

場
庁
舎
前
の
小
学

校
線
と
い
っ
た
新
し
い
道
路
に
加

え
、
橋
屋
橋
が
平
成
29
年
度
中
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

集
落
間
や
集
落
内
の
道
路
は
、
地

域
か
ら
の
要
望
等
に
基
づ
き
利
用

状
況
や
路
線
の
重
要
性
を
考
え
な

が
ら
整
備
を
進
め
、
農
道
や
林
道

に
つ
い
て
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
な
が
ら
、
国
・
県
道
に
つ
い

て
は
国
や
県
へ
の
積
極
的
な
働
き

か
け
を
行
い
な
が
ら
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�
道
路
除
排
雪
事
業

を
進
め
る
と
と
も

に
、
町
雪
対
策
基

本
計
画
に
基
づ
い
た
新
た
な
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

安
全
で
安
定
し
た

飲
料
水
の
供
給
の

た
め
、
老
朽
管
更

新
事
業
を
進
め
な
が
ら
、
上
水
道

施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
個
別
排
水
処
理
整

備
事
業
に
よ
り
下
水
道
の
普
及
推

進
を
図
り
、
さ
ら
に
は
下
水
道
関

連
の
既
存
施
設
の
効
率
的
な
運
営

を
図
る
た
め
、
長
寿
命
化
に
向
け

た
計
画
を
検
討
・
策
定
し
、
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

ご
み
の
な
い
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、

｢

快
適
環
境
づ
く
り
条
例
」
に
基

づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
環

境
美
化
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�　

交
通
安
全
対
策

＝
西
林
交
差
点
の

点
滅
信
号
機
を
時

差
式
の
信
号
機
に
変
更
す
る
要
望

活
動
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
安

全
対
策
を
講
じ
、
交
通
安
全
関
係

団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
ま
す
。

　

防
災
対
策
＝
本
町
の
防
災
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、｢

町
地
域
防
災

計
画
」
の
見
直
し
や
「
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
の
修
正
作
業
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
他
自
治
体
と
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定
等
の
連
携
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
有
事
に
備

え
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

空
き
家
の
適
正
管
理
＝
「
空
き

家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例｣

に
基
づ
き
、
現
地
調
査
に
よ
る
危

険
度
評
価
を
行
い
、
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等
は
、
所

有
者
等
に
対
し
て
条
例
に
則
し
た

指
導
等
の
措
置
を
講
じ
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

健

康

づ
く
り

町
民
バ
ス

道
路
網

の
整
備

克

雪

利

雪

上
水
道

下
水
道

快
適
環
境

づ
く
り

安
全
安
心
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未 来 を よ り 良 く
こ ど も 議 会 開 催
　　　 では、議会や政治の仕組みを体験学習することで生徒の皆さんに町の施策やまち

づくりに関心を深めてもらい、また、生徒の意見や提言を今後の町政運営の参考
とするため、２月28日、こども議会を開催しました。当日は、こども議員が一般質問を
行い、災害時の対応や道路除雪などについて堂々と質問しました。町では、今回出され
た意見や提言などを十分に検討し、今後のまちづくりに生かしていきます。

町



Ｑ１．災害時の対応
　�　町全体で訓練を実施する計画や、避難・訓練が
できない高齢者がどこに･どのくらいいるのかな
ど、町の災害に対する備えを教えてください。
　�　Ａ．町の回答＝町では、毎年町内５地区をロー
テーションしながら総合防災訓練を実施していま
す。また、避難場所については防災マップを各世
帯に配布しており、非常食などは旧群岡中学校、
道の駅の倉庫等に備蓄しています。
　�　自力で避難できない人については、要支援者、
要援護者の台帳を作成し、対象者の把握に努めて
います。今後も町民の皆さんに分かりやすくお知
らせしていきたいと考えています。

Ｑ２．道路への雪出し
　�　除雪した雪を道路に出すと、それが原因で事故
になったり、緊急車両が来たときにその雪のせい
で対処が遅れたりするかもしれません。道路への
雪出しを防ぐため、雪を置く場所を各自治区にひ
とつ以上置いてはどうでしょうか。
　�　Ａ．町の回答＝除雪後に道路に雪を出さないよ
う、今後もケーブルテレビなどで注意喚起を続け
ていきます。提案のあった各自治区の排雪場所の
指定については、一時的に雪をため、まとめて処
理することができる大変良い考えだと思います。
今後、各自治区の関係者と話し合いを進めながら、
　場所の確保などについて検討していきます。

Ｑ３．診療所の病院化
　�　町の診療所にはいろいろな設備がなく、分から
ないことがあると大きな病院に行かなければなり
ません。高齢者や一人暮らしの人のためにも、診
療所を病院化するつもりはありませんか。
　�　Ａ．町の回答＝大きな病院を造るには、建設費
や手術をするために必要な機械設備の購入費、医
師や看護師の人件費など、たくさんのお金が必要
です。このため、町単独で運営することは非常に
難しいと考えています。今後も、診療所と大きな
病院がそれぞれの役割を担い、スムーズに連携で
きる体制づくりを進め、町民の皆さんが安心して
医療を受けることができるよう努めていきます。�

Ｑ＆Ａ
西 会 津 町
子 ど も 議 会 の
質 問 と 意 見 、
町 の 回 答

Nishiaizu 　8



Ｑ４．通学路への街灯設置
　�　通学路の中には夜間暗い道があり、非常に危険
です。通学路を含め、暗い道がなくなるよう街灯
を設置する考えはありますか。
　�　Ａ．町の回答＝町では、自治区から要望があっ
た場合にＬＥＤ照明を設置しているほか、既存街
灯をＬＥＤ化する際の費用補助を行っています。
また、平成28年度には、会津よつば農業協同組合
からの寄贈により、通学路10路線56カ所にＬＥＤ
照明を設置しました。暗い道に街灯を設置するこ
とは、防犯を考える上でも大変重要です。今後も
街灯の新設や、ＬＥＤ化を積極的に進め、安全・
安心なまちづくりに努めていきます。�

Ｑ５．お年寄りのために施設を
　�　各地区のサロンだけでなく、町全体の高齢者が
集まれる施設をつくるつもりはありませんか。ま
ちなかにつくり、帰りに買い物もできるようにす
れば、お年寄りの皆さんがより楽しく長生きでき、
　もっと健康な町になると思います。
　�　Ａ．町の回答＝高齢になると、足腰が弱るなど
して外出がおっくうになってしまう場合がありま
す。サロンを各集落で開催しているのは、家の近
所で開催することにより、参加しやすい環境をつ
くるためです。提案のあった施設にも良い面はた
くさんありますが、当面は家の近くで誰もが参加
しやすい環境づくりを進めていきます。�

Ｑ６．道路に温水パイプを
　�　町には毎年雪がたくさん降るため、道路が凍り
スリップ事故などが発生します。北海道で実施し
ているように、雪を溶かすための温水パイプを道
路に埋め込むつもりはありませんか。
　�　Ａ．町の回答＝道路に温水のパイプを通して凍
結を防ぐことは、事故を防止する観点からも大変
良い考えだと思います。町でも、電熱線を使った
道路の消雪・融雪を試したことがあります。しか
し、凍結防止の効果はあったものの、電気代が高
額だったためそれ以降は設置していません。消
雪・融雪施設の整備については、今後調査を行い、
　前向きに取り組んでいきます。�

未来をより良く こども議会開催

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん

１番　須　藤　　　諒
りょう

【Ｑ１】
２番　五十嵐　杏

あ

　優
ゆ

【Ｑ２】
３番　佐久間　大

だい

　地
ち

【Ｑ３】
４番　土　田　愛

め

　唯
い

【Ｑ４】
５番　佐　藤　理

り

　央
お

【Ｑ５】
６番　飯　嶋　彩

さや

　香
か

【Ｑ６】
７番　長谷川　　　光

ひかる

８番　髙　橋　　　脩
しゅう

９番　田　中　千
ち

　博
ひろ

10番　齋　藤　優
ゆう

　輝
き

11番　長谷川　歩
あゆ

　夢
む

12番　上　田　昌
まさ

　範
のり

13番　秦　　　聖
せい

志
し

朗
ろう

14番　荒　明　ありさ（議長）� 敬称略
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学んだことを胸に未来へ　西会津中
　本年度の西会津中学校卒業式は３月13日に行われ、
56人が思い出の詰まった学びやを巣立ちました。
　式では、五十嵐正彦校長が卒業生一人一人に卒業証
書を贈り、「自分の道を一歩一歩進んで行ってくださ
い」と式辞を述べました。在校生による送辞の後、答
辞を務めた髙橋由輝さんは「西中での友情や思い出は
一生の宝物です。ここで学んだことを胸に、未来へ向
かって頑張ります」と力強く誓いました。

自分の道を一歩ずつ　西会津高
　西会津高校の卒業式は３月１日に行われ、30人の卒
業生が人生の新たな一歩を踏み出しました。式では、
中野隆幸校長が卒業生一人一人に卒業証書を手渡して
｢福島で生まれ育ったことに誇りを持ち、前進してほ
しい」とはなむけの言葉を贈り、答辞を務めた恒吉俊
哉さんは「西高で学んだ『逃げずに続ける、迷っても
諦めない』を胸に、自分の道を一歩ずつ、しっかりと
歩んでいきます」と決意を述べました。

未来に羽ばたく　西会津小
　西会津小学校卒業式は３月23日に行われ、統合前の
５つの小学校で学んだ最後の卒業生となる44人が新た
な学びやへと歩みを進めました。式では、卒業生一人
一人が岩澤一徳校長から卒業証書を受け取った後、そ
れぞれが抱くこれからの夢や目標を堂々と発表しまし
た。式の最後には、卒業生全員で「輝く未来に向かっ
て大きく羽ばたきます」と別れのことばを述べ、強い
決意を表明しました。
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こゆりこども園に寄付
　３月２日、髙橋至さん(柴崎)と川口タンス店の川口良
平代表が町役場を訪れ、町認定こども園「こゆりこども
園」用にと、髙橋さんは大型遊具の購入資金を「ふるさ
と応援寄付金」として町に寄付し、川口さんは応接セッ
トを町に寄付しました。２人は「子育て支援に役立てて
ほしい」と伊藤町長に目録を手渡し、伊藤町長は「有効
に活用させていただきます」と謝意を述べました。
　町では、子どもたちがこゆりこども園で伸び伸びと成
長できるよう体制を整えていきます。

「ベストリーダー」を表彰
　町公民館では、小中学生の読書活動推進を目的に、年
間を通して最も多く本を読んだ小中学生を学年ごとに表
彰するベストリーダー表彰式を実施しています。今年度
は２月17日に西会津中、23日に西会津小で表彰式を行い
ました。【表彰者(学年は平成28年度)】西会津小＝小柴
望
み え

愛さん(１年)、猪俣想
こころ

さん(２年)、五十嵐咲
さ ら

良さん(３
年)、小柴彩

さ え

愛さん(４年)、若林凛
り り こ

々子さん(５年)、小柴
萌
も え

愛さん(６年)、西会津中＝三留優
ゆう

さん(１年)、五十嵐
杏
あ ゆ

優さん(２年)、三留遥
はるか

さん(３年)[写真＝西会津小]

林業講演会を開催
　町では、３月４日に町林業研修センターで林業講演会
を開催しました。当日は森林所有者を対象に実施したア
ンケートやＣＬＴ材（直交集成板）の適合試験結果の中
間報告を、町調査委託業者・住友林業株式会社の楢崎達
也さんが行った後、町森林資源活用型産業化計画策定委
員会の委員長を務める東北芸術工科大学の三浦秀一教授
が、木質バイオマスエネルギーの先進事例や新たな産業
の可能性について講演しました(写真)。訪れた約60人の
皆さんは、講師の話に興味深そうに聴き入っていました。

日頃の活動をたたえ表彰
　３月４日、ボランティア活動サポートセンターの主催
でボランティア感謝祭が開かれました。当日は、薄友喜
会長が「変わりゆく情勢に合わせたボランティアに努め
ていきましょう」とあいさつした後、ボランティア活動
を行った時間数に応じて会員を表彰しました。活動時間
１０００時間を達成した橋谷田百合子さんには名誉会員
章が贈られ、新規３００時間達成者には銀色達成章、新
規１００時間達成者には銅色達成章が贈られました。
[写真＝名誉会員章を受け取る橋谷田百合子さん]

▲ 髙橋 至 さん

▼ 川口タンス店･良平代表
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平
成
28
年
度
受
賞
者

　

西
会
津
小
１
年
＝
眞
部
碧あ

お

葉ば

[

西
林
東]

第
49
回
福
島
県
児
童
作

文
コ
ン
ク
ー
ル(

特
選)
、
長
谷
川

瑛え
い

飛と[

松
尾]

第
29
回
極
真
空
手
道

選
手
権
福
島
県
大
会
・
型
の
部
・

個
人
戦
・
少
年
部
初
級(

準
優
勝)
、

西
会
津
小
２
年
＝
三
留
夕ゆ

と

り

都
莉

[

さ
ゆ
り
が
丘]

第
30
回
福
島
県
小

学
校
児
童
画
展(

特
賞)

、
西
会
津

小
３
年
＝
渡
辺
友と

も
か花[

西
林
東]

第

25
回
全
国
書
道
展
・
全
国
教
育
書

道
展(

奨
励
賞)

、
西
会
津
小
４
年

＝
岩
原
茉ま

ゆ佑[

７
町
内]

第
29
回
全

国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
新
潟

大
会
・
女
子
12
歳
以
下
の
部(

第

２
位)

、
杉
原
羽は

く空[

松
尾]

第
29

回
極
真
空
手
道
選
手
権
福
島
県
大

会
・
型
の
部
・
団
体
戦
・
少
年
部

中
級(

優
勝)

、
長
谷
川
陽ひ

な

大た[

松

尾]

第
29
回
極
真
空
手
道
選
手
権

福
島
県
大
会
・
型
の
部
・
団
体

戦
・
少
年
部
中
級(

優
勝)

、
西
会

津
小
５
年
＝
佐
藤
大や

ま
と和[

宝
川]

第

29
回
極
真
空
手
道
選
手
権
福
島
県

大
会
・
型
の
部
・
団
体
戦
・
少
年

部
中
級(
優
勝)

、
西
会
津
小
６
年

＝
長
谷
川
寛か

ん

奈な[

松
尾]

第
29
回
全

国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
福
島

大
会
・
女
子
12
歳
以
下
の
部(

第

２
位)

、
渡
部
愛ま

な

美み[
黒
沢]

第
29

回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会

新
潟
大
会
・
女
子
12
歳
以
下
の
部

(

第
１
位)

、
佐
藤
海か

い[

上
小
島]
第

29
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大

会
福
島
大
会
・
男
子
12
歳
以
下
の

部(

第
１
位)

、
渡
部
颯そ

う[

さ
ゆ
り

が
丘]

第
62
回
青
少
年
読
書
感
想

文
福
島
県
コ
ン
ク
ー
ル(

特
選)

、

西
会
津
中
１
年
＝
齋
藤
朱あ

か

峰ね[

堀

越]

平
成
28
年
度
福
島
県
造
形
秀

作
審
査
会(

特
選)

、
西
会
津
中
２

年
＝
飯
嶋
彩さ

や

香か[

10
町
内]

平
成
28

年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文｣(

一
般
財
団
法
人
大
蔵
財
務

協
会
理
事
長
賞)

、
五
十
嵐
杏あ

ゆ優

[

さ
ゆ
り
が
丘]

平
成
28
年
度
ふ
く

し
ま
っ
子
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト

(

優
良
賞)

、
佐
藤
理り

お央[

上
小
島]

第
61
回
福
島
県
書
き
初
め
展(

書

き
初
め
奨
励
賞)

、
須
藤
諒り

ょ
う[

松

尾]

第
36
回
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
福
島
県
大
会(

奨

励
賞)

、
西
会
津
中
３
年
＝
佐
藤

由ゆ

り

か
莉
香[

芹
沼]

平
成
28
年
度
福
島

県
造
形
秀
作
審
査
会(

特
選)

、
須

藤
瑛あ

き
ら[

９
町
内
２]

平
成
28
年
度
福

島
県
造
形
秀
作
審
査
会(

特
選)

、

髙
野
詩し

音お
ん[

芝
草]

第
６
回
「
大
山

賞
」
小
中
学
生
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

(
優
秀
賞)

、
仲
川
英え

り里[

10
町
内]

第
37
回
Ｆ
Ｃ
Ｔ
児
童
画
展(

特
選)

、

山
口
千ち

夏な
つ[

上
小
島]

第
37
回
Ｆ
Ｃ

Ｔ
児
童
画
展(

特
選)

、
荒
明
拓た

く

夢む

[

森
野]

第
22
回
全
日
本
ユ
ー
ス

(

Ｕ-

15)

フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
東

北
大
会(

第
３
位)

、
鈴
木
颯そ

う

太た

[

森
野]

Ｆ
Ｃ
Ｔ
民
友
杯
第
５
回
福

島
県
中
学
硬
式
野
球
大
会(

準
優

勝)

、
長
谷
川
翔し

ょ
う[

２
町
内]

Ｆ
Ｃ

Ｔ
民
友
杯
第
５
回
福
島
県
中
学
硬

式
野
球
大
会(

準
優
勝)

、
眞
部
亮り

ょ
う

凱が[

西
林
東]

第
29
回
全
国
マ
シ
ン

ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
福
島
大
会
・
男

子
13
～
15
歳
の
部(

第
１
位)

、
会

津
学
鳳
中
１
年
＝
外
島
央ひ

ろ[

下
野

尻]

民
報
杯
福
島
県
中
学
校
新
人

陸
上
競
技
大
会
・
女
子
走
り
幅
跳

び(

第
３
位)

、
新
潟
県
立
阿
賀
黎

明
中
３
年
＝
磴
梨り

な菜[

さ
ゆ
り
が

丘]

第
36
回
全
日
本
中
学
選
手
権

競
漕
大
会
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ

ル(

優
勝)

、
西
会
津
高
２
年
＝
古

川
史し

ほ歩[

橋
屋]

第
43
回
東
北
総
合

体
育
大
会
・
ボ
ー
ト
競
技
・
女
子

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル(

第
２
位)

、
西
会

津
高
３
年
＝
松
本
す
み
れ[

１
町

内]

第
43
回
東
北
総
合
体
育
大

会
・
ボ
ー
ト
競
技
・
女
子
ダ
ブ
ル

ス
カ
ル(

第
２
位)

、
喜
多
方
高
３

年
＝
古
川
成ま

さ
よ
し吉[

橋
屋]

第
62
回
福

島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
・
陸
上

競
技
・
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー(

第
５
位)

、
喜
多
方
東
高
１

年
＝
佐
藤
美み

咲さ
き[

下
小
島]

第
62
回

 
功
績
た
た
え
表
彰
　
町
教
育
顕
彰
表
彰
式
を
開
催

 
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町
内
児
童
生
徒
が
大
活
躍
！

　

平
成
28
年
度
の
町
教
育
顕
彰
表
彰
式
を
３
月
２
日
、
西
会
津
小
学
校
で

行
い
ま
し
た
。
式
で
は
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
や
競
技
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
し
た
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
町
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
状

を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
個
人
表
彰
は
46
人
、
団
体
表
彰

は
２
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。
式
の
最
後
に
は
団
体
表
彰
を
受
賞
し
た
西

会
津
高
校
・
西
高
魅
力
発
信
隊
の
恒
吉
俊
哉
さ
ん
が
「
受
賞
は
皆
さ
ん
の

支
援
の
お
か
げ
で
す
。
活
動
を
引
き
継
ぐ
後
輩
た
ち
が
、
さ
ら
に
取
り
組

み
を
発
展
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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　４月から、新たに34人の１年生が真新しいラン
ドセルを小さな背中に背負い、西会津小学校に通
学します。今年の新１年生は、平成22年４月２日
～平成23年４月１日までに生まれた左記の皆さん
です。
　２月15日に行われた西会津小学校の体験入学で
は、新１年生となる皆さんが先輩１年生に１年間
の学校行事を教えてもらったほか、輪投げや昔遊
びなどのレクリエーションで交流しました。新１
年生となる皆さんは、先輩との触れ合いを通して、
小学校入学への期待に胸を膨らませていました。

１町内　齋藤　未
み お

央さん
２町内　長谷川　蒼

あおい

くん
　　　　渡部　駿

しゅんすけ

佑くん
４町内　三留　海

かい

斗
と

くん
５町内　山口　紗

さ や

弥さん
６町内　伊藤　詩

し ま

眞さん
８町内　南　こなつさん
９町内１　板垣　　翔

しょう

くん
９町内２　二木　優

ゆう

奈
な

さん
10町内　飯嶋　　悠

ゆう

さん
　　　　佐藤　優

ゆ り

里さん
下小屋　鈴木慎

しん

之
の

介
すけ

くん
　　　　根本　　晴

はる

くん
西　平　三留　里

り お

桜さん
芝　草　大槻蓮

れん

慈
じ

朗
ろう

くん
　　　　渡部　陽

はる

士
と

くん
大久保　清野　颯

そう

眞
ま

くん

森　野　長谷川智
とも

輝
き

くん
西　原　佐藤　琥

こは く

珀くん
西林東　齋藤　　逞

たくま

くん
　　　　佐藤　癒

ゆ あ

愛さん
　　　　中村莉

り な こ

菜子さん
　　　　長谷川瑞

みず

希
き

さん
　　　　眞部　　煌

こう

くん
さゆりが丘　三留　翠

みど

莉
り

さん
牛　尾　目黒　心

し

温
おん

くん
上野尻　佐藤　　結

ゆい

さん
　　　　橋本　　樹

いつき

くん
　　　　渡部　秀

しゅうか

香さん
下野尻　三留　光

こ こ

來さん
　　　　結城　美

み く

空さん
白　坂　石川　大

たい

雅
が

くん
井　谷　武藤　　椿

つばき

さん
向　原　佐藤　　蓮

れん

くん
[平成29年３月24日現在]

成長が楽しみ

34人の
子どもたちが
小学校入学

福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
・
卓

球
競
技
・
女
子
学
校
対
抗(

第
２

位)
、
喜
多
方
東
高
２
年
＝
佐
藤

玲れ
い

菜な[
上
小
島]

平
成
28
年
度
福
島

県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
・
ボ
ー

ト
競
技
・
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル

プ
ル(

第
２
位)
、
喜
多
方
東
高
３

年
＝
佐
藤
優ゆ

う

奈な[

下
小
島]
第
62
回

福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
・
卓

球
競
技
・
女
子
学
校
対
抗(
第
２

位)

、
会
津
高
１
年
＝
市
橋
明あ

か

り
香
里

[

上
野
尻]

第
69
回
全
日
本
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
・
高
等
学
校

部
門
Ｂ
グ
ル
ー
プ(

金
賞
並
び
に

香
川
県
知
事
賞)

、
会
津
高
２
年
＝

薄
上
叶き

ょ
う
か香[

上
小
島]

第
69
回
全
日

本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
・

高
等
学
校
部
門
Ｂ
グ
ル
ー
プ(

金

賞
並
び
に
香
川
県
知
事
賞)

、
若

松
商
業
高
２
年
＝
赤
城
優ゆ

う

衣い[

松

尾]

平
成
28
年
度
東
北
簿
記
電
卓

競
技
大
会
・
簿
記
競
技
・
高
等
学

校
の
部(

第
３
位)

、会
津
学
鳳
高
１

年
＝
船
橋
桃も

も

花か[

９
町
内
１]

第
68

回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
東
北

支
部
大
会
・
混
声
合
唱
・
高
等
学
校

部
門(

銅
賞)

、
矢
部
彩あ

や

音ね[

中
町]

第
68
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

東
北
支
部
大
会
・
混
声
合
唱
・
高

等
学
校
部
門(

銅
賞)

、
鈴
木
由ゆ

い衣

[

４
町
内]

第
69
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
・

福
島
県
代
表
決
定
戦(

準
優
勝)

、

会
津
学
鳳
高
２
年
＝
鈴
木
香か

ほ穂

[

４
町
内]

第
69
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
・

福
島
県
代
表
決
定
戦(

準
優
勝)

、

会
津
学
鳳
高
３
年
＝
薄
上
マ
リ
ン

[

上
小
島]

第
68
回
全
日
本
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会
・
混
声

合
唱
・
高
等
学
校
部
門(

銅
賞)

、

富
岡
高
３
年
＝
上
野
莉り

お緒[

西
原]

平
成
28
年
度
高
円
宮
杯
Ｕ-

18
サ
ッ

カ
ー
福
島
県
リ
ー
グ(

第
３
位)

、

米
沢
中
央
高
３
年
＝
佐
藤
輝ひ

か
る[

森

野]

第
98
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
山
形
大
会(

ベ
ス
ト
４)

、

新
潟
県
立
阿
賀
黎
明
高
３
年
＝
磴

澪れ

な凪[

さ
ゆ
り
が
丘]
平
成
28
年
度

新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
・
ボ
ー
ト
競
技
・
女
子
ダ
ブ
ル

ス
カ
ル(

第
１
位)

、
福
島
工
業
高

専
５
年
＝
生
方
歩ほ

高た
か[

森
野]

第
51

回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大

会
・
水
泳
競
技
・
男
子
１
０
０
ｍ

背
泳
ぎ(

第
２
位)

、[

団
体]

西
会

津
高
・
放
送
部
＝
第
63
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
福

島
県
大
会
・
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
部
門(

優
秀
三
席)

、
西
会
津

高
・
西
高
魅
力
発
信
隊
＝｢

新
し

い
東
北
」
復
興
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
６(

丸
紅
賞)

�
[

敬
称
略
・
順
不
同]

  ぼくたち、わたしたち、新１年生



Nishiaizu 　14

　

３
月
10
日
か
ら
27
日
を
会
期
に
開
か
れ
た
３
月
定
例
会
で
は
、
条
例
の

制
定
や
一
部
改
正
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
、
平
成
29
年
度
予
算
な
ど
、

議
案
41
件
が
審
議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容

お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
注
意
喚
起
と
情
報
伝
達

の
徹
底
を
図
り
、
雪
害
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

―

　

平
成
29
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の

｢

芸
術
・
ア
ー
ト
」｢

観
光
」｢

移

住
・
定
住
」｢

歴
史
・
文
化
」
に

加
え
、
新
た
に
「
集
落
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」｢

ス
ポ
ー
ツ
」
の
分
野
で

隊
員
を
募
集
し
、
計
７
人
を
配
置

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
で
任
期
を

終
え
る
２
人
の
隊
員
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
生
か
し
、
引
き

続
き
本
町
で
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

隊
員
が
持
つ
町
外
か
ら
の
視
点
や

ア
イ
デ
ア
、
情
報
発
信
力
で
地
域

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
町

と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育

導
入
推
進
審
議
会

―

　

本
審
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
７

回
の
会
議
を
通
し
て
、
小
中
一
貫

教
育
の
制
度
や
、
町
の
基
本
的
な

考
え
方
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
小
中
連
携
教
育
に
つ
い

て
の
評
価
・
検
証
な
ど
を
報
告
し
、

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
保
護
者
や
教
職
員
を
は
じ
め
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

最
善
と
な
る
結
論
を
出
せ
る
よ
う

審
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆�

町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事

件
に
関
す
る
条
例
の
制
定
＝
喜

多
方
市
、
北
塩
原
村
と
「(

仮
称)

喜
多
方
地
方
定
住
自
立
圏
」
の

協
定
締
結
に
あ
た
り
議
会
の
議

決
が
必
要
と
な
る
た
め
制
定

◆�

西
会
津
国
際
芸
術
村
条
例
の
制

定
＝
平
成
30
年
度
か
ら
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
向
け
て
制

定
◆�

町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改

正
に
伴
う
改
正

◆�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
＝
法
律
の
改
正

に
伴
う
改
正

◆�

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
人
事

院
規
則
の
改
正
に
伴
う
改
正

◆�

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
行
政

委
員
会
や
各
種
審
議
会
、
自
治

区
長
な
ど
の
報
酬
額
の
改
正

◆�

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
＝
法

律
の
改
正
に
伴
う
改
正

◆�
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＝
ひ
と
り
親
家
庭
の
定
義
な
ど

に
つ
い
て
関
係
法
令
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正

◆�

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
町

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
＝
関
係
法
令
の
改

正
に
伴
う
改
正

◆�

町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
＝
消
防
団
員
の

報
酬
額
の
改
正

◆�

町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
設
置
条
例
等

の
一
部
改
正
、
町
保
育
所
条
例

及
び
町
へ
き
地
保
育
所
条
例
の

廃
止
＝
町
認
定
こ
ど
も
園
の
開

園
に
伴
う
改
正

◆�

町
本
町
財
産
区
管
理
会
条
例
の

一
部
改
正
＝
本
町
財
産
区
管
理

会
委
員
の
報
酬
額
の
改
正

◆
平
成
28
年
度
補
正
予
算

◆�

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
及

び
特
別
会
計
等
予
算

◆�

役
場
新
庁
舎
改
修
等
工
事
請
負

契
約
の
締
結

◆�

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
＝
西
会
津

国
際
芸
術
村
改
修
事
業
の
追
加

◆�

町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
＝
平
成
29
年
度
予
算
の
編

成
等
に
伴
い
９
事
業
を
追
加

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

役
場
庁
舎
移
転

―

　

平
成
28
年
度
分
の
発
掘
調
査
が

完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
役

場
新
庁
舎
改
修
工
事
に
向
け
た
作

業
ヤ
ー
ド
確
保
の
た
め
、
駐
車
場

整
備(

暫
定)

工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
庁
舎
改
修
工
事
は
平
成
30
年

１
月
の
完
了
を
目
指
し
、
30
年
度

の
早
期
に
移
転
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

―

　

今
年
に
入
り
、
屋
根
か
ら
の
落

雪
や
、
屋
根
雪
の
荷
重
超
過
に
よ

る
家
屋
倒
壊
で
３
件
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態

を
踏
ま
え
、
町
で
は
２
月
16
日
に

雪
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
危
険

箇
所
の
聞
き
取
り
や
積
雪
状
況
の

41
件
の
議
案
を
審
議
・
可
決

 
３
月
町
議
会
定
例
会
報
告
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　町では、さゆり公園利用者や近隣施設の安全を確保す
るため、スポーツ振興くじ助成金を活用して福島ホープ
ス西会津球場に防球ネットを設置しました。防球ネット
の設置により、高校生や大学生、社会人といった多くの
スポーツ愛好者に練習や試合などで利用されている球場
の周囲の安全が確保され、今後さらなる利用拡大が期待
されます。
　また、３月10日に２０１７年度ルートインＢＣリーグ
公式戦の日程が発表されました。福島ホープス西会津球
場では、５月12日（金)、13日（土）に福島ホープスの
２連戦が開催されます。
※�｢福島ホープス西会津球場」は、平成27年６月に福島
県民球団福島ホープスと球場の命名契約を交わして名
付けられたさゆり公園野球場の愛称です。

　地域に愛され、子どもたちが楽しく充実した活動
ができる魅力ある保育施設となるよう整備を進めて
きた町認定こども園「西会津町こゆりこども園」が
いよいよ開園します。こゆりこども園は、平成25年
11月に実施したニーズ調査を踏まえ、各種会議等で
その必要性を話し合い、平成27年10月から敷地造成
工事を開始しました。平成28年６月に始まった新築
工事も本年３月７日に竣工を迎え、木のぬくもりあ
ふれる園舎が完成しました。

　２月28日に町議会臨時会が開かれ、次の議案１件が原案のとおり可決されました。
◆�平成28年度一般会計補正予算(第７次)＝国の補正予算事業「地方創生拠点整備交付金事業」の採択に伴い菌床
培養施設整備費を計上したほか、認定こども園への大型遊具購入費および不足が見込まれる除雪委託料を計上、

　２億３８６６万３０００円を増額

完成した防球ネット

光のアーケード①(廊下)

光のアーケード②(廊下)でん(各保育室の小部屋)正面玄関脇のウッドデッキ 遊戯室

  こゆりこども園が開園します

  防球ネットが完成しました（福島ホープス西会津球場）

  町議会臨時会報告



Nishiaizu 　16

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
【問い合わせ先】

企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

まちの人口（３月１日現在）

� （前月比）
　人　口� ６，７２８人　�（－２４人）
　 男 � ３，２５０人　�（－　７人）
　 女 � ３，４７８人　�（－１７人）
　世　帯� ２，７０８世帯　�（－１３世帯）

お誕生おめでとう
三　留　拓

たく

　海
み

くん�　　洋太・広美� ４町内
髙　橋　　　楓

かえで

ちゃん�　　一起・可奈� ５町内

ご結婚おめでとう
伊　藤　悠　太　　　　堀　越
山　﨑　遥　加　　　　喜多方市

佐　藤　健　寿　　　　滝　坂
阿　部　夢　子　　　　１町内

お悔やみ申し上げます
武　藤　博　子（91）　孝　雄　　母　　上小島
伊　藤　ス　ミ（89）　武　雄　　母　　泥浮山
佐　藤　キシ子（94）　嘉　正　　母　　楢木平
上　野　尚　喜（86）　保　雄　　父　　井　谷
片　岡　ハル子（79）　利　勝　　妻　　　塩
井　上　フミ子（84）　光　義　　母　　新　町
小　林　フ　ミ（96）　　勝　　　母　　山　浦
長谷川　冨美子（90）　正　嘉　　母　　真ヶ沢
矢　部　ヒデヨ（92）　義　市　　母　　宮　野
小　椋　光　衛（85）　孝　典　　父　　弥平四郎

　第42回を迎える奥川健康マラソン大会の参加者を募集
しています。新緑の奥川路を楽しみながら、爽やかに走
りませんか。
◆大 会 日　６月18日（日）
◆会　　場　奥川みらい交流館グラウンド
◆申込締切　５月12日（金）
◆申�込方法　町公民館などに備え付けの参加申込書に必

要事項を記入の上、町公民館まで申し込んでくださ
い。また、大会ホームページからも申し込むことが
できます。

　　ＵＲＬ　http://okugawa-marathon.com/
◆参�加申込書設置場所　町役場、町公民館、奥川みらい

交流館、新郷連絡所、さゆり公園管理棟、道の駅に
しあいづ・交流物産館よりっせ��など

◆問い合わせ先　大会事務局(町公民館)　☎45－3244 ▲ 第41回大会（高校･一般男子40歳未満10㎞)

有料広告欄 [詳細は広告主に問い合わせください]

戸籍の窓口  [２月受付分]

  参加者募集！第42回奥川健康マラソン大会
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朝
イ
チ
！

ス
ト
レ
ッ
チ
の
効
果

　

寝
て
い
る
間
に
体
は
硬
く
な
り
、

体
温
の
下
が
っ
て
い
る
朝
は
代
謝

も
落
ち
て
い
ま
す
。
特
に
低
体
温

や
冷
え
性
の
人
は
影
響
が
大
き
く
、

活
動
で
き
る
状
態
に
な
る
ま
で
時

間
が
か
か
り
、
朝
の
だ
る
い
状
態

を
午
後
ま
で
引
き
ず
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

朝
の
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、硬
く
な
っ

た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
全
身
の
血
流
を

促
進
す
る
た
め
、
体
温
が
上
が
り

ま
す
。
体
温
が
上
が
る
こ
と
で
代

謝
も
上
が
り
、
す
っ
き
り
と
目
覚

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

自
律
神
経
の
働
き
を
正
常
化
す
る

た
め
、
学
校
や
職
場
で
の
集
中
力

が
高
ま
り
ま
す
。

明
日
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

毎
朝
２
分
で
で
き
る

簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ

　

朝
は
何
か
と
忙
し
く
、
ゆ
っ
く

り
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
時
間
が
取

れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
お
す
す
め
な
の
が
、
布
団
か
ら

出
る
前
に
行
う
ス
ト
レ
ッ
チ
で
す
。

【
ス
ト
レ
ッ
チ
の
や
り
方
】

　

①
両
手
を
頭
の
上
で
組
み
、

ぐ
っ
と
伸
ば
し
な
が
ら
、
か
か
と

を
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
つ
も
り
で

足
を
伸
ば
し
ま
す
。

　

②
手
は
組
ん
だ
ま
ま
上
半
身
を

左
右
に
曲
げ
、
体
の
側
面
を
し
っ

か
り
伸
ば
し
ま
す
。

※�

体
を
伸
ば
す
と
き
に
は
、
体
の

隅
々
ま
で
酸
素
を
送
る
つ
も
り

で
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吸
い
ま

し
ょ
う
。

取
り
入
れ
よ
う
！

ち
ょ
こ
っ
と
運
動
と

な
が
ら
運
動

　

な
か
な
か
運
動
を
す
る
時
間
が

な
い
人
も
、
運
動
の
た
め
に
わ
ざ

わ
ざ
時
間
を
取
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
常
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ

と
し
た
行
動
の
差
が
体
力
を
増
や

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ち
ょ
こ
っ
と
素
早
く
＝
買
い
物
、

階
段
昇
降
、
床
掃
除
、
風
呂
掃
除

な
ど
を
素
早
く
行
う

　

ち
ょ
こ
っ
と
力
を
込
め
て
ゆ
っ

く
り
＝
家
事
な
ど
の
際
に
つ
ま
先

立
ち
や
膝
上
げ
運
動
を
行
う

　

ち
ょ
こ
っ
と
伸
ば
す
＝
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
、
本
を
読
み
な
が
ら

ス
ト
レ
ッ
チ
す
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
よ
う

　

｢

歩
く
」
こ
と
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
慣
れ
て
き
た
ら
少
し
ず

つ
距
離
を
長
く
し
、
大
股
歩
き
や

坂
道
歩
行
、
階
段
歩
行
な
ど
、
強

　

寒
い
冬
が
終
わ
り
、
活
動
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
冬
の
間
に

｢

体
重
が
増
え
て
し
ま
っ
た｣

「
筋
力
が
落
ち
た
気
が
す
る
」
な
ど
、
こ
れ

か
ら
運
動
を
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
口
に
運
動
と
い
っ
て
も
、
何
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
な
か
な
か

始
め
ら
れ
ず
に
い
ま
せ
ん
か
。

　

ま
ず
は
体
を
慣
ら
す
た
め
の
手
軽
な
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
め
、
少
し
ず

つ
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

3
月
15
日
、
３
歳
児
5
人

を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

た
結
果
、
む
し
歯
の
な
い
子

は
２
人
で
し
た
。

度
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
す
す
め
の
コ
ー
ス
＝
さ
ゆ
り

公
園
の
屋
内
プ
ー
ル
裏
に
あ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
挑
戦
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
生
ま
れ

の
ス
ポ
ー
ツ
で
２
本
の
ポ
ー
ル
を

使
っ
て
歩
き
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
は
普
通
に
歩
く
よ
り
約

20
％
ア
ッ
プ
す
る
と
い
わ
れ
、
上

半
身
の
筋
力
強
化
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
腰
や
膝
へ
の
負
担
が
少
な

く
、
首
や
肩
の
血
行
が
よ
く
な
り

ま
す
。

※�

ポ
ー
ル
は
健
康
福
祉
課
・
健
康

支
援
係
で
貸
し
出
し
で
き
ま
す

五十嵐 碧
あ お い

生くん
（萱本）

佐藤 花
か

音
のん

ちゃん
（熊沢）

すごいな！むし歯のない子

健
康
づ
く
り
は 

朝
が 

い
ち
ば
ん

朝
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
始
め
る
健
康
生
活
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く
れ
て
う
れ
し
い
」｢

こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
本
発
表
会
を
今
後

の
活
動
の
励
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

｢

生
涯
に
わ
た
り
楽
し
く
学
び
、
楽

し
く
学
習
」
を
実
践
し
て
い
る
皆

さ
ん
の
表
情
や
姿
は
と
て
も
い
き

い
き
と
し
て
い
て
、
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
さ
せ

て
く
れ
る
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

◀ 

子
ど
も
語
り
部
の
小
中
学
生

▶ 

穂
波
会 ｢

あ
ば
れ
太
鼓｣

　

３
月
12
日
、
町
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
10
回
を

迎
え
る
今
回
の
発
表
会
で
は
、
町

内
で
自
主
的
に
生
涯
学
習
活
動
に

取
り
組
む
８
団
体
が
民
舞
や
謡
曲
、

社
交
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
日
頃
の
活

動
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
女
性
コ
ー
ラ
ス
サ
ー

ク
ル
「
コ
ー
ル
・
メ
イ
」
が
初
参

加
し
、
美
し
い
歌
声
で
発
表
会
に

花
を
添
え
た
ほ
か
、
子
ど
も
語
り

部
に
よ
る
昔
語
り
や
よ
さ
こ
い
な

ど
も
披
露
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
発
表

会
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
約

１
５
０
人
の
観
客
が
訪
れ
、
堂
々

と
し
た
発
表
に
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
出
演
し
た
皆
さ
ん

は
「
た
く
さ
ん
の
人
が
見
に
来
て

▶ 

初
参
加
の
コ
ー
ル
・
メ
イ

　２月４日から19日にわたり、西会津国際芸術村
で初めて「つるし雛展」が開催されました。
　この展示は、町内でつるし雛作りの活動をして
いる手芸のサークル「わらべ・絲

いと

」の主催で行わ
れ、その華やかなつるし雛を一目見ようと会場に
は町内外から約２４０人の来場者が訪れました。
５日と８日には梅の花のアクセサリーを作るワー
クショップも開かれ、訪れた皆さんは手縫いの面
白さを体験しました。
　会員とその知人の皆さんなどがひと針ひと針に
心を込めて作った作品はどれ
もかわいらしく、会場は暖か
な春を思わせる雰囲気に包ま
れていました。

つるし雛展を開催

▲ ワークショップで手縫いの面白さを体験

１
年
間
の
活
動
成
果
を
披
露

生
涯
学
習
発
表
会
を
開
催
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片岡  光
こう

太
た

郎
ろう

さん（３月号）からメッセージ
　ボウリングに行くぞ！�次は勝つ！

渡部   香
かおる

 さん [端村]

町民

バトンタッチ

　ここでは西会津中学校の生徒の皆さんに、自分
が思い描く夢や目標を話してもらっています。今
月は３年・長谷沼大秀さんです。

わたしの夢―
　｢僕は将来、何事にも一生懸命で、最後まで諦め
ない大人になりたいです。僕は小学生のころ、勉
強や運動をして駄目なことがあるとすぐに諦めて
しまいがちでした。当然結果はついてきません。
ですから、今は諦めずに一生懸命やれば必ず結果
がついてくると信じて頑張っています」

努力していること―
　｢人の目を見てあいさつするなど、人として基本
となることを一つ一つ真剣に、ポジティブに行っ
ています｣

未来の自分に一言―
　｢何事も楽しんで！｣

聞いて！
わたしの夢

野球部  部長

長谷沼 大
たいしゅう

秀 さん
町民

ギャラリー

作
品
名
『
雪
景
色
』

作
品
紹
介
『
20
号
の
大
き
さ
で
仕
上
げ
る
と
い
う
条

件
の
も
と
描
い
て
み
ま
し
た
が
、
満
足
な
絵
が
で

き
ず
、
サ
イ
ズ
を
縮
小
し
て
気
分
を
変
え
、
筆
を
動

か
し
て
い
た
ら
こ
の
よ
う
な
絵
に
な
り
ま
し
た
』

今月は、四君子会(水墨画)

新田  英
えい

子
こ

 さんの作品です。

趣味は？
　ドライブ、カラオケ

特技は？ 
　ゲーム

あなたのモットーは？ 
　人にやさしくすること

自分を一言で表現するとしたら？
　めんどくさがり

これからやってみたいことは？
　スケート、弓道

次の方を紹介してください
　Ｈ・Ｎさん（芝草）

宝
物
は
？
『
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
ラ
ケ
ッ
ト
。
友
達
に
選
ん

で
も
ら
っ
た
物
で
、
大
切
に

し
て
い
ま
す』
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３
月
24
日
、
町
内
各
保
育
所
で

修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

野
沢
保
育
所
で
は
20
人
、
尾
野

本
保
育
所
で
は
11
人
、
群
岡
保
育

所
で
は
３
人
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
、

統
合
前
の
保
育
所
で
の
最
後
の
修

了
児
童
と
し
て
元
気
に
新
し
い
学

び
や
へ
と
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
児
童
一
人
一
人
が
各

保
育
所
長
か
ら
保
育
証
書
を
受
け

取
り
、
小
学
校
に
入
っ
た
ら
頑
張

り
た
い
こ
と
を
堂
々
と
発
表
し
ま

し
た
。
発
表
の
後
に
は
保
護
者
か

ら
児
童
に
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
、
会
場
は
感
動
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
保
育
所
長
あ
い
さ
つ
、

来
賓
祝
辞
の
後
に
は
、
在
所
児
童

が
修
了
児
童
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
に
「
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
り
、
修
了
児
童
の
皆
さ
ん
は

先
生
や
保
護
者
な
ど
に
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
昨
年
撮
影
し

た
奥
川
・
山
浦
自
治
区
の
桜
で
す

(

平
成
28
年
４
月
23
日
撮
影)

。
雪

解
け
水
が
奏
で
る
川
の
せ
せ
ら
ぎ

と
、
青
い
空
に
映
え
る
ピ
ン
ク
色

の
桜
が
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
今
年
も
も
う
す
ぐ
桜

の
季
節
で
す
ね
。

編   

集   

後   

記

　

い
つ
の
間
に
か
顔
を
出
し
て
い

た
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
、
ぽ
か
ぽ
か
の

暖
か
い
日
差
し
が
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
桜
咲
く
本
格
的
な

春
も
も
う
す
ぐ
そ
こ
で
す
ね
。
実

は
４
月
号
で
町
に
あ
る
桜
の
名
所

紹
介
を
地
図
付
き
で
掲
載
し
た
い

と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
ペ
ー

ジ
数
の
都
合
で
か
な
わ
ず
、
表
紙

の
み
の
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
桜
は
、
例
年
だ
と
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
の
４
月
下
旬

に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
少

し
早
め
の
４
月
中
旬
に
満
開
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
の
見
頃
は
い

つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
華
や

か
な
桜
が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。

 

カ
メ
ラ
越
し
の
お
花
見  

長
谷
川
祐
一

各
保
育
所
で
最
後
の
修
了
式

４
月
か
ら
統
合
、
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
に

各
保
育
所
で
最
後
の
修
了
式

野沢保育所

群岡保育所尾野本保育所


